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なぜ「人間関係づくり」が必要なのか？

・「自尊感情」を高め、「ソーシャルスキル」を身につけさせる

⇒不登校・いじめの未然防止

・学力向上につながる「学び合い」の雰囲気を醸成する

⇒協働的な学び

・教師と児童生徒、児童生徒同士の「信頼関係」を構築する

⇒安心して学び合える雰囲気
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短時間で継続的な
「人間関係づくりプログラムとは？
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ソーシャルスキルトレーニング（SST)

人付き合いの技術・コツを身につける訓練

構成的グループエンカウンター（SGE)

意図的に枠を設定
（話題・時間・人数等）

シェアリング
（感情交流）
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（参考）「大分県版 人間関係づくりプログラム」



南小タイム

「人間関係づくりプログラム」の例

実施時間 火曜日のスキルタイム
（15分の帯時間）13:15～13:30

目的
①自尊感情（自分にOKと言える感情）
を育てる。自他を知る。
②ソーシャルスキルを育てる。

↓
人との関わりの力がつく！

竹田市立南部小学校 O教諭より提供



「南小タイム」で話す場面は「南小トーク」
・教科や他の時間にも「南小トーク」のルールを広げていく

「ルール」の例

竹田市立南部小学校 O教諭より提供



「南小タイム」の型

・型を揃える

・「リーダー」（教職員）が交代しても
実施できる。

・子どもたちが毎回安心して
取り組める。

「型」の例

竹田市立南部小学校 O教諭より提供



「エクササイズ」の例

竹田市立南部小学校 O教諭より提供



「エクササイズ」の例２

竹田市立南部小学校 O教諭より提供



「エクササイズ」の例２

竹田市立南部小学校 O教諭より提供



児童の
ふりかえりシート

Ⅰ 「楽しかったか」４段階で

Ⅱ ３つのルールができたか
（SST…行動の振り返り）
～Tの価値付け・評価があってもよい～

Ⅲ 自由記述欄
（感じたこと、気づいたこと）
（SGE…感情や認知の共有）
～Tの価値付け・評価は、馴染まない～

「シェアリング」（ふりかえり）の例

竹田市立南部小学校 O教諭より提供
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